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結節性甲状腺腫におけるホルモン生成能に関する研究

第一章　結節性甲状腺腫におけるヨウ素の有機化について
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・938年噛 gert，①力岬状脚こ囎い・…璃纈能が　6例及び1獣㈱23例であつて対i靴して聯幽三紬節

あることを観察して以来，各種甲状腺疾患のZSLI　　性甲状腺腫並びに甲状腺1蔽患者より採取し掩皿常騨状

による研究が広く行なわれるようになつた。これよ　　　腺組織を用いた。

りさきKendall②は甲状腺組織から甲状腺ホルモソ　　　　　　　B　研究方法

としてthyroxine（T，．L）を灘離し，その構造式は　　　　結節性甲状腺腫患者｝こSS　L工］・　7ncを経1：1投夢し，24

Harinton③によつて決定された。その後甲状腺組織内　　　時間後に黍術によつて切除した結節組織及びその反対

においてHarint。n及び1〈er4dal1ら④によつて3・5－一　　側腺葉より採取した1麟笛獣1腺組織からwet　weight

diiodotyrosine（DIT），　Finkら⑥にょって3－mono－　　200～300㎎の1却堕い切片を作製し，鈴木⑩の方法を改良

1。d，ty・Q，i・・（MIT，Gr。・sら⑥によつて3・5・3・一　してP・p・・ch・・…at・9・・phyにより・螺頒の分

triiodothyronine（Ts）が発見される7こ釜つた。　　　　　折を行なつた。たYし甲状腺組織に・おける孫ヨウ楽

甲撒騰醜湖る甲状腺，1，ルモソの轍機牌　頒のma，購隈とも腹鮒るものであるから⑪⑫

っいては現在次のごとく説明されている。すなわち甲　　⑲，著潜ぱこのような時間的変動による彬饗を出来る

状腺は血中から無機ヨウ素を摂取し，摂取された無機　　だけ除外するためにza　LIの投箏から学術までの時間

ヨウ素は甲状腺濾胞上皮細胞内における酸化酵累によ　　　を正確に24時間とした。

ってヨウ素分子となり，直ちにtyrosineと結合して　　　　まず各組織片を組織10㎎当り1ccのKrebs－－Ringer

MIT，ついでDITが生合戒され，さらに2分子の　　一Phosphate液中に入れ1100°C．5分間加澱して

D工℃の縮合によつてT4，　MITとD工丁との縮合によ　　酵巽活暁を鰹止せしめt　tE，缶組織片窃ガラス製ホ

つてTnが生成される。　Taは二の他iこT↓の部分的脱　　モジナイザーでよくhomogenizeしt組織10加呼当

ヨウ素によつても生成される⑥⑨。このようにして生　　　り1㎎の螢白分解醒素pronaseを添加し，45°Oで24

成されたヨ螺化合物岬状腺濾1泡内の・－Ptイド中の　時間酵索分免糖行なう。この醸分解液は普通そのま

thyroglobulinと結合して貯えられる。　　　　　　　まpaperchromatography｝こ使用しうるが・酵索分

　結節性甲状腺腫の病態生理，ことにその結節組織内　　　郷液中の放射能が少ない場合には次の方法に従いヨウ

におけるヨウ素代謝に関しては二三の研究がある　　素化合物の抽出を行なr）た。すなわち・5N－HCIで上

が，未だ不明の点が多い。著者は結節憐甲状腺腫（単　　　記の分解液をPH　1・0とし・n－butano1で2回nウ繁

純性結節性甲状腺腫，hyPeractive　thyroid　nodu正e　　化脅物の抽出を行ない，この抽出液を28％N恥OH

及び甲状腺癌）の結節組織におけるヨウ素分画をISII　　でPH7・0としたのち45°Cの温水中で滅圧乾固する。

paperchromatographyにより検討し．ヨウ索の有　　　この乾閲物に1％NKLOH　O・1溜を加えて溶解する。

機化の問題セこついて考察を加えた。　　　　　以上の酵索分解液又は抽出液のO・02neを矧冊型の東洋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濾紙No．50の一端から7cmの部に線状に塗布（origin），

　　　　　1　研究方法　　　　　　　　　　　．　乾燥後n－butanol　14：酷酸2：水4の溶媒を痢いて

　　　　A　研究材料　　　　　　　　　　　　　　　　上行式一次元法により室温で24・v28時間展開させる。

　研究材料は丸田外科教室において取り扱つた単純性　　　溶媒の先蝿（front）がoriginから約250nlとなつたと

結節性甲状腺腫22例，hyperactive　thyroid　nodule　　ころでクロマト管から取り出して乾燥する。
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　展開終了後の慮紙はX線用フイルムに．3　・v　7日露出　　　く，認ウ索化禽物の蹴は少ないことな示してい為働

させ，現像定着後ヨウ素化合物の同定に使用した。　　　　　つぎにコpaイト腺腫14例中工）ITおノ，上のイ∫概甜ウ講

　ヨウ素化合物の同定には一定量のエStl，1a1工標識　　　を謝める9例における：ヨウ索分画は図蕪の冨、1：くで、

MIT，　z8tl標識D工丁及ひ18t標識T．iを含む混自・液　　無機orウ索は2・7％～ユ2・誤％，；』1～均｛｝：｝％，　Mt’r　lよ

を各実験毎に本実験と同一条件下で展開した後その　　　47．ユ％～62・3％，平均55・2％，D正Ti認瓢5％触：1・t・，O

Rf．からヨウ素化食物の同定を行なつた。　　　　　　　　％，平均29・0％，　T，1は5・4％四7・5％…1菰均6・鯉6で

　ヨウ素化合物の定葺i二には，展開終了後の濾紙につい　　　あつて，M工丁／DITまヒはL・；’31・・v’1／1・‘1fi，・1ド均1・器で1あ

’て放射能計数慮記々録装概で各ヨウ素分画の示す放射　　　る。この傭はiE僧甲凋茂腺紐織に舞鮫して湾i値な示して

能を記録してactigramを作製し，各分画における　　いる。

actigramの波形内の面積をプラ＝メ・一・ターで計測し　　　　　　2　櫛状腺腫

て各ヨウ素分画を飽量した。　　　　　　　　　　　　　　僻状腺腫のSciati鮮an｝餅見は衷鵠のこぬく彊鯉が

　　　　　1［　研究成績　　　　　　　　　　　　　　　cold　noduleである。この他にh“t　n帆luR｝癩示した

　　　　A　正常甲状腺組織におけるヨウ素分画　　　　　1例があ為が、これにっいて欧hyl’）er［Lotlv（f　thyroicl

　正常甲状腺組繊のpaperchromatogi’a：nは図工の　　　nodu1eの項で述べるg

ごとくで無機ヨウ素pMIT・DIT及び町が誌められ　　　　鱗状腺臆9例における訓ウ講分画幡図1うのこ嘉く駕

る。これらのRf・はそれぞれ0・15，0・38・O・53及び　　　ウ灘化脅物を金く｝認めないもの？倒（図6伽D，　無

O．78である。また図2のごとく原点と無機ヨウ索との　　　機ヨゥ盟のみを認めるもの1例（図6ゆ助，焦機凱

間及びDITとTu，の間に未知のヨウ索化合物（X1及　　ウ索及びMITな認め為もの：L鋼（図13の3）であつ

びXza）を少癒認めた例もある。　　　　　　　　　　　　て，管状腺腫においてにMIT／11）工T　l損凱騨出し瀞ず・

　正常甲状腺組織22例におけるヨウ累分蘭はwm　3のこ　　　ヨウ素の有機化ぽ縛しく陳霧されてい輪

とくで無機ヨウ素は7・1％～204％，平均12．8％，　　　　　　3　索状腺腫

MITは15・O％～35・2％，平均a3・8％，　DITは37・2％　　　　索状腺麟4例のscl燃i鶴雌m崩見は炎3の漏4とく，

～53・1％，平均47・0％，Tdi，　ex　7・1～15・3％、　slL均110　　全例がco三d　noduleであつて，その搬ウ餓分蘭獄圃

％である。又以上の測定値からヨウ素の有機化能の一一　　　7のごとく全例において窟機ヨウ講を灘めなかつ戯，

示標となるMITIDIT比を求めてみると，0・36～1・08，　　　　　　C　甲状腺癌における剥ウ譲分醐

平均0・72である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1乳賑状腺癌

　　　　B　単純性結節性甲状腺腫における　　　　　　　乳頭状腺癌20例（pa　‘i）のscintigram漸見樵すベ

　　　　　ヨウ素分画　　　　　　　　　　　　　　　てcold　no伽玉eで，これら2（刷の鞘節組織に寓1ナる

　　　1　コPtイド腺腫　　　　　　　　　　　　　　　　ヨウ素分醐は，　orウ講化脅物を金く翻めないものが10

　コPイド腺憧のscintigram所見は表1のごとくで　　例（図8の1），無畿誕ウ嚢ゐみを総めるも嶋が2例

あつて，1s1工が結節に集積せずその部が欠損像を示　　　（図8の2），無機ヨウ素及びMIT准誌めゐものが晃

すCQld　noduleは1U例，結鰍こおけるtetlの集醐が　　　例（図9の3），無機靱ウ灘，　MIT及び班丁を総め

周囲の甲状腺組織とほ・L一同径度であるwarm　ll。dttle　　るものがi例（図9の4），無機凱ウ索，　MIT，　DIT

は4例である。この他に1：1　LIが結節にのみつよく藥　　　及びT，t．を諏めるもの1例（図1⑪）であるが，これら

積するho七neduleが5例あるが・これについては　　　のactigramにおける波形はいずれも無い。

hyperactive　thyroid　noduleの項で述べる。　　　　　　つぎにDIT以上の有機ヨウ紫を認める7偶におけ

　Cold　nodule　10例におけるヨウ素分画は表1のこ　　　るmウ素分画は図11のごとくで無機罰ウ紫は5，4％～

とくで，ヨウ素化合物を全く認めないもの4例（図4　　ユ0・8％，平均7．7％，M工丁は45．9％～60．O％，平均

の1）・無機ヨウ素のみを認めるもの1例（図4の2），　51・8％，DエTは33．9％～48．3％，鞠4。．3％であつ

無機ヨウ素・MIT及びDITを諏めるもの5例である　　　て，　M工T／DIT比は1．09～1．74，平均L34と数り，ζ

（図4の3）・W・・m・・d・t・4例における・ウ期　 の画証常甲状撚L蹴嘱繊示している。
画は無機aウ素，MIT及びDITを認めるもの2例，　　　　　　2濾胞状腺描

無機ヨウ素・M【T・DIT及びT産を認めるもの2例　　　濾胞状腺癌は，表4のごとく2例で，これらの

である（図4の4）。　しかもヨウ素化合物を認める＝　　　scintigramはいずれもcold　noduleを示し，その

ロイド腺腫のactigram（図4の3，4）は正常甲状腺　　　ヨウ素分画は2例共無機ヨゥ繁，　MIT及びDITな認

組織のactigram（図1，2）に比して一般に波形が低　　めた（図12♪。その含有熱よ図13のごとく無機闘ウ紫
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表1　　　　　　単純性結節性甲状腺腫
　　　　　　　　　　　　　　　　一コロイ　ド腺腫一

Cold　Nodule

ヨウ素化合物を全く認めない　　　　　　　　　　　　　　　　4

無機ヨウ素のみを認める　　　　　　　　　　　　　　　　　1

無機ヨウ素及びMITを認める　　　　　　　　　　　　　　0

無機ヨウ索，MIT及びD！Tを認める　　　　　　　　5
無機ヨウ素，MIT、DIT及びT，1を認める　　　　　　0

合　　　　　計

Warm　Nodule

〔｝

0

0

2

2

10　　　　　　　4

合　　　　計

4

1

0

7

2

14

表　2　　　　　　　　　　単純性結節柑1甲状腺腫
　　　　　　　　　　　　　　　　一僧；　Aノく　且泉　　1匝一。

ヨウ素化合物を全く認めない

無機ヨウ素のみを認める

無機隷ウ素及びMI「1’　tdt　lil”pmめる

無機ヨウ素，MIT及びD工丁を認める
無機ヨウ素，MIT，　D工丁及びT　，．t．　ts認める

　　　　　　　　　　合　　　　　計

C〔，1d　Nodule

　　　　7

　　　　1

　　　　1

　　　　0

　　　　0

9

Wa「mN・d・1・t合　　計

0

0

〔〕

0

0

0

7

1

1

0

0

1　　9

衰　3　　　　　　　　　　単純性結節性　甲状腺腫
　　　　　　　　　　　　　　　　一索　状　腺　腫一

ヨウ素化合物を全く認めない

無機耳ウ索のみを認める

無機ヨウ素及びMITを認める

無機ヨウ素，MIT及びDJTを認める
無機蜀ウ素，M工丁．DIT及びT．tを認める

合　　　　　計

Cold　Nodule　　Warm　Nodule　　合　　　　　　費卜

　　　　4　　　　　　　0　　　　　　　　4

　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　　0

　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　　0

　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0

　　　　0　　　　　　　〔｝　　　　　　　0

4 0 4

表　4　　　　　　　　　　甲　　　　状　　　　腺　　　　癌

ヨウ素化合物を全く認めない

無機ヨウ素のみを認める

無機ヨゥ素及びMITを認める

無機ヨゥ素，MIT及びDITを認める

無機ヨゥ素，MIT，DIT及びT慮を認める

合　　　　　計

乳頭状腺癌

10

2

1

6

1

20

1濾胞状腺癌

0

0

0

2

0

2

単純癌1合計
2　　　　　12

0　　　　　　2

0　　　　　　1

0　　　　　8
0　　　　　　1

21　24

は9．9％～10．5％，平均10・2％，M工Tは47．3％～48・7　　　　　3　単純癌

％，平均48，0％，DITは37・5％～39・1％，平均38・3　　　単純癌2例（表4）のscintigramはいずれもcold

％，T生は0％であつて・MIT／D工丁比は0・96～Lユ9，　　noduleであつて，これら結節のいずれにもヨウ素化

平均1・08で高値を示している。　　　　　　　　　　　合物を認めない（図14）。
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図1　正常甲状腺組織のpaperchromatogran1　　　　　図4　コロイド腺腫のpaperchromatogram

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　継節緯織
　　　鍛’i濃一一　　　・・一　　　一　　t－・一・　i　－一　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　無一＋噛　……　”　　　　　　　　r　…氏｝尽　蹴鴛
　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　繕節緯織
　　　　・こ．’　：1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　　　　　　　　／／

　　　謝　．＿一．一．一．．＿＿．vr．　　　　　　　　　　　　　　’ltt　レ　　　　　・ff　t才

　　　爵．　蝕　；6　　　　繍融　　．．ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3義噸菰蕪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　t占　ム　　fl
図21E常甲状腺組織のpaperchron二atogram　　　　　　　　ε，　　　x手毒　酢◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繕節繕織

　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　　薩　　　　　　x了　T　　　l　Φ
　　　　．　　　　　　、　　　　　　　蕃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’『．t‘”－　L一一一’一一『一『』　”　．”－1『→　－t”一’tt－一’－tt・一

一遡繍∴遍　　図5饗轡㌻羅墜瞳

一鰹写一て一・・r・　一　・　一一郵一一　　　　　　　　％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40

図3　　正常甲状腺組織
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11　MIT　DIT　T・　MIT／DIT比

図6　管状腺腫のpaperchromatogram

　　結節組織

Area・一㎞・に・噸部リ・櫛購に蝿肋　　　　2」
鱗を認めた纐状腺撒び転移性甲状臆のそれぞ　　　　｝　　　　16

総鵬探瀦駅幣。驚諜聾鴛　繍鱒’…i．
・ウ素化合物の分析・行・つた・　　　　3L：▼’　tl

　　　12　　　MIT　　　DIT　　　　T，　　　MII／DIT比　　　　　　　　　　　　¶　：’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　・　　‘

　すなわち甲状腺癌におけるヨウ素の有機化は単純癌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　t
において最も障害されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　M　　◎

　　4悪性甲状腺腫の転移巣における　　　　　　絡節魍織　　，；
　　　ヨウ素分画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ttt．　一　一．一…－1・　一一一・一晶

昭懇、調田嬬論側甲状腺麟術　　だこご鳶
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図7索状腺腫のpaperchromatogram　　　 図11　乳頭状腺癌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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図8　乳頭状腺癌のpaperchromatogram　　　　　　　　　1，　　MIT　　DIT　　　T，　　　MIT／DIT比

　　鵜飾繕織
　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　図12　濾胞状腺癌のpaperchromatcgram
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図9　乳頭状腺癌のpaperchromatogram
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　　　　　”　 、　1、1　　　図13　 濾胞状腺癌
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結節総織；　　・髄　　20
馬　4　　　　1

　　　i　　・　　：・　　　10

4－i．汽
一一
F一一一

一一 W一
2．0

1．0

一＿∬卓雲竺蓋掌’段

図10乳頭状腺癌のpaperchromatogram　　　　　　　図14　単純癌のpape「ch「omato9「aln
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をうけた。その後左側頸部及び左側鎖骨上窩にリンパ　　　正常甲状腺組織においてともに無機ヨゥ素，MIT，

節腫脹が現われ頸部のarea　scintigramによつて図　　　DIT，　T　lが認められ結節組織のactigramは正常甲

15のごとく左側頸部及び左側鎖骨上窩に明らかな131工　　状腺組織よりもむしろ高い波形を示している。

の集積像を認めている。本例に対しては昭和37年4月　　　　結節組織におけるヨウ素分画は図22のごとく，無機

甲状腺亜全切除術と左側頸部リンパ節郭清術を行なつ　　　ヨウ素は6．8％～iL5％，平均9．1％，　MITは23．6％～

た。この際の正常甲状腺組織及びリソパ節転移につい　　　35・6％，平均32・3％，DITは38・8％～49・4％，平均

て1311paperchromatographyを行なつた成績は　　　43・6％，　T4は5．8％～25・5％，平均13．0％であつて，

図16のごとくであって正常甲状腺組織においては無機

ヨゥ素，M工丁，　DIT，　T4を認め，転移組織において　　　　図15　乳頭状腺癌の頸部リンパ節転移の

も同様に無機ヨウ素，M工T，　D工T，　T，t等を認めた。　　　　　　　scintigram

　　症例2　矢野　某，49才，9

蝸撲舗欝癖寵謬脈鷺篇証　1　灘礁　’c霧

　昭和28年4月に丸田外科において右単純性結節性甲

状腺腫（組織診断：濾胞状腺腫）として結節別出術を

うけた・昭和37年6肪側媚上窩にi）　’7・櫛酷を　図16　乳頭状騰の転擁織の
認め，頸部のarea　scintigramにより図19のごとく　　　　　　　　　paperchromatogram，

リンパ節腫脹に一致して1：S　11の集積豫を認めた。こ

のリン，櫛を易1出し，P。perch。。m。t。graphyによ　　E常翻織

つてヨウ素分画を分析すると図20のごとくリンパ節転

移巣には無機ヨウ素，MIT，　DIT等が認められた。
　　　　・Hyperac、・ve、h。，。、d。。d。1。，こ　　　　　　燕

　　　　　概・ウ素分両　　　　　＿＿轡獄＿
Hype「ac‘ive　thy「°id・・d・1・の6例はいずれも　　　飼，　美，耗・K6

sci”tig「am所見上131エが結套行のみに難し・朋　　ew移線織
の甲状腺組織には殆んど集積しない所謂hot　nodule

を示し，そのうち1例は甲状腺中毒症状を伴なつた。

これら症例の組織豫は表5のごとくコロイド腺腫5

例，管状樋・例である・その・・per・h……9・・m　　　τ夢、　”’”　蓑，掌ジ；茄

の一つを示すと図21のごとく結節組織並びに周囲の　　　　　　　・

表5　　　　　Hyperactive　Thyroid　Nodule

1・・イド樋都犬腺臨合　計
ヨウ素化合物を全く認めない

無機ヨウ素のみを認める

無機ヨウ素及びMITを認める

無機ヨウ素，MIT及びDITを認める

無機ヨウ素，MIT，　DIT及びT4を認める
．一
@　一一一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　合　　　　　　計　　　　　　　　　5　　　　　　　1

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　：　　　　0
0　　　　　　　　　0

5　「　　　1

0

0

0

0

6

6
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図17乳頭状腺癌の肺転移のlinear　scintigram　　　　　図20　　転移性甲状腺腫の転移組織の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　paperchrolnatogran1

1“　　　　　　ゼ　転移繍
　タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M　　い

し・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　i　　，　．　l　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」ン　　　，、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　略噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　遺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P図18　　　乳頭状腺癌の転移組織の　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　や
　　　　　pape「ch「°mat°g「am　　　　　　　｝　“　W．；6

転移組織　　　　図21H，perac、、。。、hy，。、d。。d。1。の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　paperchrcm：utぐgram

■■■■■■■■蔭　　　　　　　tr
＆　　　　　　　　　　1　6　　　　　季一｝…辱τ一　一1－一ト1・

“　　　　　　　　　正常組織　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　：一＿　4．tt．．1率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　i　　　　　・　；　　　　鴛【

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　i　1－　、　　　　　　」　i’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ti　　　　　　ゆ　　　ぼいめ

図1＿＿＿，＿移の　・藍蹴繋6し
　　　sc’ntig「am　，1，、　　鏑親鴛…い｝∴

’　　　％
　　　　50

’　　　　｝　　　　　　　　　　　　40

30

MIT／DIT比は0．67～0．84，平均0・79で，この値はほ　　　20

ぽ正常値である。一方結節以外の正常甲状腺組織にお　　　le

けるヨウ素分画は図23のごとく無機ヨウ素は2。2％～

o　●　●

τ一G－i

　§

2．0

1．0

t

ユ8・1％・平均9・6％・MITは33・°°／6　一一78・5°／・・平　　1・　MIT　DIT　T・　・IT／D，T比

均52．5％，DITは19．4％～49．5％，平均34．2％で

あつて，T4を認めたものはわずかte　1例のみで，　　　の1直は図5に示したコロイド腺腫の値とほN’同等であ

）vllT／DIT比は0．61～4．O，平均1．77を示し，これら　　　る。
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図23　　Hyperactive　thyroid　nodule　　　　　　　比は0．72であつて，　コ1，1イド腺肺で｛，L　g　l動1において

　　　　　　一正常甲状腺組革ill　－　　　　　　　　　　　MIT／i）IT　Ii二を算出・鉄：垂ことが出些たが，傑1のii例1・，］t

　　　　　　忠㈲　　　　　　醐　　おいて劇ゴ番幾・・蝶娃く・淑・なしb畑・隷脚出し
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得なかつたが，　：11：1fド腺腫に二掃け鳩　Mrr！Drl、　J－1；

は1．78と高く，　三～11ノ素の1∫機化の1彫‘1ビが封（i則，■｝tゐ，，

　管状腺1匝に・｝、；いてはすぺてα，id　11‘，dtilc：℃鍵）て，

そのうら1f列にM【丁奮でo認・㌧ノ）六この・諸ぺごfl11の扉jl即には

丁イ∫1幾yalウ素胞・i．くli忍めなかVl｝た‘，まノL艶惹状11泉｝嫌｝鳳．廊い

ても．に伊ILがc‘」1d　no｛’ltilq養，小し．，かつ歌例に冒握幾．1

ウ素を認め翫かつた。す欺わ’齢，　管；伏醜胴壕，　‘．嚢状1撮

腫ではとくに1，1ウ嚢のイ∫機化lit；“ll害が宮しい4声貢靴ヒ思，わ

1・M・T @D・T　T…　TZ，、，、　れる・澱1、1｛の！附1｝　・L・脚鰍糊・…灘を・蹴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，．単純性結廻」性［，’tl状腺lilllのi・1ウ諌1覇：はIE名ジ甲状腺績

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織に比1咬1詞て約乳！6に滅少し、てS・Sり，　索状1腺；蛾の殖

　　Il【考　按　　　　　　　　　　　　は持に低いと報告している。粍教窺の牧内嚇の1：1重1

　結節‘1生1μ状1腺）llR　ec関する病理糸【L織学的研究は1父挙セこ　　　microracliouutographyに」：為成績に：覇い・・ぐも指，筆駄

いとまのない位であるが，その病態生埋に関する研究，　腺腫並びに皆1状腺腫のlllll胞内には1：l　i　lび）穐1了はほ土

は案外少ない。Hertz①が甲状腺の弼1究にzetlを源　　んど認められないと報告していゐが，　r．　．i　t応の成績隷

入してから各種甲状腺疾患におレづ一るヨウ粥代謝に関す　　　著潜の成績とその頗向な…つにすゐものρ㌘あ場o零㌫

る研究は多くなつたが，紬節性lll状肪1腫におけるヨウ　　　に教’｛の丹羽㈹1よ甲状腺濾胞」，皮細胞瑳）電謙像の【瀟か

素代謝の研究業績は依然として少ない。Leb1Qndら⑪　　ら細ll包磯能を検討した結果，管状腺1｛，1磁び1鳳濾｝網1こ瞭

は正町摂取轍びbuta・・。1・hilN法による研究舗！櫛　腫においては分泌1幾能は殆んど灘撚ll議い蝋反

性甲状樋｝砺けるT・IDIT及び4職・ウ素の・．は　し，…イ激｝m、乳∬1〔｝lk腺腱編いて1雛、屠1脚’》

いずれもf，’a　v．IIのIE「ll訓1槻襯織よi）　－9’nくないと報街　分泌機能鹸ξ持してい娩述べr（・V・’・　＞bが1　、：：の成繊，

し，Pjtt－－Riversら⑧は　・3t工pap3rchromato－　　、曹断の成績叢．支待するものであ》う，、

graphy　trcより緬鮒…｝ll棚顯の・・ウ湘ヒrl物を分析　　El・歌腺1、雛おいては11・IIの｝！！1蹴識；t拙糠㌧、

し，結節1且」甲状IViljweにおけるヨウ素の有1幾化は隣1・さ　　　か又は極めて低いと搬告惑れて，き；りL：52麟’り，

れ・灘1のIL　押状欄L織vc　J・icllr3“　L．てMITは比IP）・（’　i／l｛J　D・by・・⑳劇・1・l」」職釧唄、粉でヒ｛｛i｛碗1綿綿に

大量でDITは少なくT・Lは極めて少1ilであると報告　　　比較してIB　LIの摂取能がとくに1鍍ドしてい胤三：報告

している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しているo欝者の甲状腺癌の縦例繍scillti霧撒mでは

　著者の成績によると・正常甲状腺組織におけるヨウ　　すべてcold　nodu1eでNウ素の摂取は帆下して齢り，

素頒は鰍鞭螺平均12・8％・Mエ丁平均23・8％，　またt3tエP・perchr・mat・9・aphyの∫鰍にオ・いても

DIT平均47・0％及びT・，平均11・　0％であつて・これは　　　乳頭状腺癌においては翫ウ素化脅物を粂く認めない

Pitt－Rive・sら⑲の糖・・よる鰍・螺勒13％，　か誠・・｝漁機鋤獅み耀職、隅転わ熾

MIT平均20％・DIT平均46％・’1’s＋T・平均21％の　機・ウ素を講1し得ない症伽：2。剛112慨馴数以

成績とほ冥岡様である。　　　　　　　　　　　　　　上を占めている反面，MITないしD工丁密で認める症

　単純性結節性甲状腺腫においてはコロイド腺腫の大　　　例が7例あった。叉澗胞状腺癌に二掴いては2蜘とも

多数がscintigramにおいてcold　noduleを示しそ　　　D工Tまで認めたが，　T，藍は金例に認N）　E・，一，れ・ザ，か・・）

の半数には有機・ウ勲金く認めない・一方w・・lx・　M王T／DIT・J一ヒ瞬獺勧≒した。蜘巨勲）2鰍傭L、て

noduleを示す結節では半数にDITまで・半数にT・t　　は全例に有機ヨウ素を譜めず，その1∫機化は宮しく離

まで認められた・Pitt－－Ri・・rsら⑧岬撒糸1聯・オ・　・辱されていた．以Lのごとく，・脚1糊囎趨顯霊じ

けるMIT／DIT比を以つてヨウ素の有機化の示標と　　有機ヨウ素な認める症例はal三数に4懲せず，従つて

みなし・正常甲状腺組織におけるMIT／DIT比は0・65　　MIT！DIT比を算嵐し得た症例；歌乳頭：Vこ｝｝脇麹）7働，

であつて，この値が上昇した場合には：有機化障害が，　　　濾胞状腺癌の2例のみであつた。Stanles　llは購獣臓

この働ミ低下し湖合に賄機化酬荘進があるとし　癌におけるMITIDIT比附ぺて，舗赫したと1滋

ている・著者の正常甲状撚職こおけるMIT／DエT　べているが・一醤嵩の乳頭状1㈱｝に・｝・←ナ仙｛rr／DIT
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比lt平均1．34、濾胞状腺癌のそれは1．08であつて，正　　　た。

常甲状腺組織のG・72よりも高く，ロPイド腺腫の1．78　　　　1正常甲状腺組織におけるヨウ素分画は無機ヨウ

より低値を示している。しかしながら前述のごとく甲　　　素平均12．8％，MIT平均23，8％，　D工T平均47．0％，

状腺癌においては，もともと有機ヨウ素の生成が少な　　　T4，平均11．0％で，　MIT／D工T比は0・72である。

いから，その有機化障轡は著しいものと考えられ，し　　　　2　ロロイド腺腫におけるヨウ素分画は，cold

たがつてかxる場合にはM工T／DIT比のみを以つて　　　noduleの半数に有機ヨウ素を全く調めず，　warrn

有機化障警の程度を論ずることは出来ないと考える。　　　noduleの半数にDITまで，半数にT、』を認める。玄

　甲状腺癌の転移組織に1s1・工が集積することは教室　　　たMITIDIT比を求め得た症例砥20例中9例で，そ

の牧内⑰も指摘しているごとく一般には稀のようで　　　の値は1．78で正常値より高い。すなわち＝ロイド腺腫

ある。しかしながら甲状腺癌の転移に対する1・SLI治　　　におげるヨゥ素の有機化は一般に障轡されており，こ

療という観点からみれば極めて電要な闇題であると考　　とにcold　nodu1eを示す結節において薪しい。

えられる。Fitzgerald⑩は甲；1畑蓑癌25例中22例にお　　　　3管状腺腫はすべてc。1d　noduleであつて，そ

いて転移組織にtSllの摂取を詫忍めたと報告し．ている　　の1例にM工丁を認めるのみで他の全例に有機vaウ索

が，Dobynsら⑳は正常甲状腺組織切除後において乳　　　を認めない。すなわち管状腺魎におけるraウ紮の有機

頭状腺癌36例中5例，未分化癌23例中1例に転移組織　　　化は薯しく障轡されている。

のZSII摂取を認めたにすぎないと報告している。箸　　　　4索状腺腫はすべてcold　noduleであつて，有

者の成緻によると乳頭状腺癌の1例ではarea　scan一　　機ヨゥ素を金く認めず，ヨウ素の有機化は著しく障害

ningにより，他の1例では1inear　Scanningにより　　　されている。

転移組織にそれぞれz8ZIの集積を認め，前者では　　　　・5　乳頭状腺癌はすべてcold　noduleであつて，

T4まで，後溜では無機ヨウ索をわずかに認めている。　　20例中12例に有機ヨウ素を認めず，1例にMITまで，

また転移性甲状腺腫のリンパ節転移にもz8　tlの集積　　　6例にDITまで，1例le　T，1まで総める。　MIT／DIT

を認め，その組織中にMIT，　DITを証明した。しか　　　比を求め得た症例は7例で，その値は平均1．34でヨウ

しながら悪性甲状腺腫の転移巣におけるlatlの集積　　　素の有機化は明らかに障害されている。

は概してすくなく，わずかに乳頭状腺癌，或いは転移　　　　6濾胞状腺癌はすべてcold　noduleであつて，

性甲状腺腫において認められたにすぎず，単純癌にお　　　その全例にDITまで諏めるがMIT／DXT比は平均

いては1例も認められなかつたから，甲状腺癌の転移　　　1．Q8で乳頭状腺癌と同様にヨウ索の有機化が障轡され

性再発に対するIs1工治療には自ら限界があるものと　　　ている。

考えなければならない。　　　　　　　　　　　・　　　7蝋純癌においてはヨウ累化台物を全く認めず，

　Hyperactive　thyroid　nodttleについてはi誓著　　　ヨウ素の有機化障書は歳も著しい。

ら⑳がさきに詳細に報告したが，hot　n6dultを示す　　　　8悪性甲状腺腫の転移組織においては乳頭状腺癌

結節内のヨウ素分画並びにMIT／D工丁比はほ讐正常　　　の2例及び転移性甲状腺櫨の1例においでエ81工の摂

値を示すのに対し，結節の反対側腺葉から採取した甲　　　取が認められ，そのうち1例には転移組織にT．sの生

状腺組織におけるヨウ素分画並びにMIT／D工丁⊥ヒは　　成を，1例にはD工Tの生成を鋸める。

コロイド腺腫にほ父一致している。しかもヨウ素含　　　　9　Hyperactive　thyroid　noduleにおけるヨウ

有燈は正常甲状腺組織に比して結節組織により多く認　　　素分画は正常甲状腺組織の分画とほ讐一致し，一方結

められ，単純性結節性甲状腺腫の場合とは逆の関係を　　　節以外の周囲甲状腺組織のヨウ素分画はコPイド腺腫

示している。i著者はかXるhyPeractivc　thyroid　　の分画とほx’一一tWする。しかも結節組織におけるヨウ

noduleはTSH非依存挫の結節であって結節内に一　　　素化合物の含有盤は周囲甲状腺組織におけるそれより

次性にホルモソの過剰産生が起り，これによつて下垂　　　も多く，この関係は単純性結節性甲状腺腫の場合と逆

体からのTSH分泌が抑制され，結節以外の甲状腺組　　　である。

織におけるヨウ素代謝が二次的に抑制されると考えて

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　（本論文の要旨は第34回日本内分泌学会総会，第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35回日本内分泌学会総会，第36回H本内分泌学会総
　　　　　　総　　括　　　　　　　　　　　　　　　　会，第62回日本外科学会総会，第64回外科学会総会に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おいて発衷した。）

　1BIエpaperchromatographyによって結節性甲状

腺種におけるヨウ素の有機化を検討し次の成績を得
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